アヴァンギャルドと飛行 : カメンスキーを中心に by 嵐田 浩吉
新潟産業大学人文学部紀要　第21号　2010.３
－－
アヴァンギャルドと飛行
～カメンスキーを中心に～
嵐　田　浩　吉
序
　芸術の革新を目指したロシア・アヴァンギャルドは芸術だけでなく、生活を、世界
を革新しようとし、新たな世界に見合った新しい人間を創造しようとした。芸術家で
ある彼ら自身が新しい人間となるはずだったが、また、それと同時に、新時代の象徴
である飛行士もそのモデルのひとつと見なされた。ロシア・アヴァンギャルドにおけ
る飛行機や飛行士のイメージ利用という点では、自身がロシア最初期の飛行士のひと
りでもあった未来派詩人カメンスキーの創作がとりわけ重要である。本稿では、彼を
中心に、ロシア・アヴァンギャルドの大きな潮流である未来派において、飛行機や飛
行士がその理念とどのように結びつけられているのかをみていき、ロシア・アヴァン
ギャルドにおける飛行のイメージの重要性を跡づけてみたい。まずは、本題に入る前に、
ロシアにおいて飛行機と飛行士がどのように受け入れられたかをみていこう。
１
　人類による飛行の夢は人類と同じくらい古い。ロシア人も古くからそうした夢を抱
き、人間による飛行の伝説も残してきた₁。また、グトキンによれば、ロシア文化の伝
統では、未来において人間が飛行するという予感は19世紀前半の後期ロマン主義の時
代に遡るとされ₂、19世紀後半には『共同事業の哲学』でフョードロフが、『万有世界
の教説』でスホヴォ＝コブイリンが飛行のヴィジョンを語った。20世紀に入ると、人
類は動力飛行を実現させるが、ロシアにおいて飛行機が国民的関心の的となるのは、
1909年７月にフランス人のルイ・ブレリオがドーヴァー海峡横断飛行に成功した時だっ
た。この報がロシアに伝わった時、ロシアの新聞はこの話題で持ちきりだったという₃。
そして、その２ヵ月後には、ロシアは初めて飛行機による飛行を目撃することになる。
ブレリオの成功をうけて、フランスの飛行士たちが自分たちの飛行機と技術を誇示す
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るために、ヨーロッパ大陸に飛行デモンストレーションに出たのだ。ロシアでは、1909
年９月15日に、ジョルジュ・ルガニューがモスクワ郊外のホドゥンカで公開飛行を行い、
初めて飛行機を見る数千人の観衆を熱狂させたのである。そして、その半年後にはロシ
ア人によるロシア国内での初飛行が行われた。1910年３月８日、オデッサでミハイル・
エフィーモフがファルマン機による飛行を披露したのである。
　こうした中、ロシア政府も飛行機の導入に乗り出していく。その大きな動機となった
のは、飛行機が持つ軍事的可能性だった。飛行機導入における政府側の中心人物となっ
たのは、ニコライ１世の孫にあたるアレクサンドル・ミハイロヴィチ大公だった。彼は
ブレリオがドーヴァー海峡横断飛行に成功した時、ちょうどフランスで休暇を過ごして
いて、飛行機の有する可能性に圧倒的な印象を受けたのである。彼が中心となって、空
軍創設のための委員会が作られ、飛行機の購入とロシア人将校をフランスに訓練に送り
出すための予算化が行われたり、全国規模で寄付が募られたりした。さらに、この委員
会は航空設備の整備にも乗り出し、ガッチナに飛行学校を設立した。ガッチナは冬が厳
しく、土壌が軟弱だったため、この学校はセヴァストーポリに移されるが、そこでは
1910年11月に訓練が開始された。
　飛行機に向けた民間の動きも、政府に劣らぬほど活発だった。ロシアの空に飛行機が
飛ぶより前に、複数の民間の飛行団体が設立されており、中でも有力だったのは、1907
年にペテルブルグに設立された航空クラブである。ここには、単なる航空ファンだけで
なく、皇族、ストルイピンやヴィッテといった有力政治家、さらには数多くの文化人も
入会していた。このクラブは1909年にクラブ名に「帝室」を冠することが許され、帝室
全ロシア航空クラブとなり、飛行士の資格を公的に認定する機関となった。ペテルブル
グ以外にも、モスクワ、オデッサ、キエフなどに航空クラブが設立された。特にモスク
ワとオデッサの航空クラブは活動が活発で、定期的に雑誌を刊行したり、飛行学校を作っ
たりしていたが、これらのクラブは1910年の末までに帝室全ロシア航空クラブに合流し
た。
　このように飛行機は、20世紀初頭のロシアにおいて、政府の側からも一般市民からも
注目される対象となり、絶大な人気を博するようになるのだが、飛行機が一般大衆の人
気を勝ち得る上で大きかったのは、飛行機が新しいスポーツとして広まったという点で
あった。これはロシアだけでなく、世界的にそうであり、飛行機は自転車、自動車に次
いで現れた乗物によるスポーツで₄、市民社会の新しい娯楽の対象だったのである。速
度、高度、距離を争う飛行レースが行われ、それに勝利すれば、名誉だけでなく、スポ
ンサーから賞金を与えられたのである。
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　ロシアにおける飛行機の受容はこのようなものであったが、それでは飛行機はどのよ
うな文化的意味を荷っていたのだろうか。
　飛行機はその登場以来、新たな世紀の科学技術の進歩のシンボルであり、空間と時間
を克服し、人間による自然の征服の手段とみなされた。こうした考え方は世界共通のも
のだが、ロシアで自然の征服のシンボルとしての飛行機の意義が強調されるようになっ
たのには、ひとつの契機があった。それは、1910年秋に帝室ロシア航空クラブがペテル
ブルグで開催した「全露航空フェスティバル」中に起こったひとつの出来事である。14
万人を超える観衆を集めたこのフェスティバルは当時のロシアにおける飛行機人気の高
さを証明するものだが、開催期間中、レフ・マツィエヴィチという飛行士が高度の新記
録挑戦中に、事故死を遂げた。彼の死後、ロシアの新聞雑誌はマツィエヴィチを追悼す
る記事であふれかえった。それらは単に彼の死を悼むだけでなく、彼の死の意義を明ら
かにしようとしていた。そして、記事の筆者たちが最も熱心に扱ったのが、自然に対す
る勝利者としての飛行士というテーマだったのである₅。彼らは人間による飛行を人類
の自然界に対する不可避的な勝利の証明とみなし、飛行士を無秩序な自然力、ロシア語
でいう「スチヒーヤстихия」を手なずける先駆者とみなしたのである。それ故、マツィ
エヴィチは「英雄」「勇士」「受難者」と称えられた。彼を英雄視する感情は記事の筆者
だけでなく、多くの人々も同様に抱いていた。新聞雑誌には政治家から工場労働者にい
たるさまざまな人々が追悼の手紙を寄せ、彼の葬儀の日には、ペテルブルグの街頭に数
万人の人々が集まったのである。
　さらに、人類による自然の征服のシンボルとなった飛行機は、近代化の遅れたロシア
では、その非文化性と野蛮さを克服する手段としての意味も荷わされた。上述の「スチ
ヒーヤ」というのはロシア民衆が持つ盲目的な力と結び付けられることがあるが、ロシ
アの圧倒的多数を占める民衆が体現するとされたのが非文化性と野蛮さだったのであ
る。要するに、「スチヒーヤ」の征服＝非文化性と野蛮さの克服、とされたのである。
非文化性と野蛮さを克服する飛行機という考え方は、飛行のニュースを報じる当時のロ
シアの新聞雑誌からも読み取れる。当時のロシアの新聞雑誌は毎日のように祖国の飛行
の偉業を報じていたが、それらは単に称賛されただけでなく、当時の航空先進国のフラ
ンスやドイツのものと比較され、ロシアの航空術のレベルはそれらの国々に決して引け
をとらないと主張された。そして、それらの主張には飛行という新しい技術で西欧の先
進国に追いつけるのだから、文化や政治といった他の分野でも追いつけないわけがない
という考えが付加されていたのである。「空」の征服が「非文化と野蛮」の征服とされ
たのだ。ちなみに、自然の征服であれ、非文化の征服であれ、こうした飛行機が持つシ
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ンボリックな意味は、ソヴィエト時代にも繰り返し利用され、体制のプロパガンダに組
み込まれるのである。
　飛行機はこのように、科学技術の面だけでなく、文化的な面でも進歩のバロメーター
となっていた。ロシア・アヴァンギャルドは飛行機を取り巻くこうした環境の中で登場
してくるが、彼らも様々な差異はあるとはいえ、基本的にはそうした見方を共有してい
た。次に、アヴァンギャルド運動の嚆矢であり、きわめて重要な意義をもつ未来派が飛
行機や飛行士をどのようにとらえ、それを彼らの芸術理論ならびに実践でどのように用
いているのかを、カメンスキーを中心にみていくことにしたい。
２
　ロシア未来派が飛行機や飛行士にどのような意味を荷わせていたかを考える上で、格
好のものがある。それは、彼らの最初期の集団的芸術宣言のひとつとされるオペラ『太
陽の征服』である。これは特定の個人による創作ではなく、未来派が集団として製作し
たものなので、この集団が全体として飛行機や飛行士をどのようにとらえていたかを考
察するのにふさわしいと言えよう。それでは、ロシア・アヴァンギャルドの歴史におけ
る一大事件であったこのオペラについてみてみよう。
　悲劇『ウラジーミル・マヤコフスキー』とともに、「世界最初の未来主義演劇」とさ
れるオペラ『太陽の征服』は、1913年12月にペテルブルグで上演された。このオペラは
台本をクルチョーヌイフ、前口上をフレーブニコフ、音楽をマチューシン、舞台美術を
マレーヴィチが担当するというように、第一級のアヴァンギャルド芸術家のコラボレー
ションによって生み出されたものである。太陽の捕獲という破天荒な出来事を描いたこ
のオペラは、太陽に象徴される過去の権威の転覆をテーマにしているが、この作品には
飛行機や飛行士が登場し、それらが未来主義者の勝利のイメージとして用いられている
のである。最後の第六景で、プロペラの音が聞こえ、異様な物音とともに飛行機が墜落
するが₆、飛行士は無事で、大笑いしながら舞台に登場するのだ。そして、「世界滅ぶとも、
われら怪力に終わりなし！」と高らかに宣言する未来人の怪力たちの姿で幕が閉じられ
るのである₇。このオペラでは、登場人物は太陽の下で生きる者と太陽以後を生きる者
とに二分されるが、新しい世界を生きる後者の側には、未来人の怪力、新しき人々等が
属し、もちろん、飛行士もこちら側の人物なのである。彼は重力と時空からの解放を象
徴する未来の人間なのだ。また、この作品では飛行機は墜落するが、しかし、それは現
代の技術の敗北を意味するものではない。飛行機はそもそも未来の人間、飛行士の乗物
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であり、墜落しても、彼は「翼だけは多少傷んだようだ」としか言っていない。しかも、
台本の作者クルチョーヌイフは、「台本の基本テーマ――それは工学技術、とりわけ飛
行技術の擁護である」₈と述べているのである。
　このように、『太陽の征服』において、未来主義者の勝利のイメージとして用いられ
た飛行士だが、この人物にはモデルがいる。それは未来派詩人であり、かつロシア最初
期の飛行士のひとりで、墜落事故も経験したヴァシーリー・カメンスキーである₉。彼
はどのような人物で、その飛行士としての経歴は彼の創作にどのような意味を持ったの
だろうか。
　1884年にペルミ近郊で生まれたヴァシーリー・ヴァシーリエヴィチ・カメンスキーは、
1907年にペテルブルグに出た。そこで彼は同時代の前衛的な文化潮流に触れ、未来主義
者になっていく。1913年から翌年にかけては、後に述べるように、ブルリュークやマヤ
コフスキーとともにロシア各地に講演旅行に出かけ、賛否渦巻く大きな反響を呼んだ。
しかし、カメンスキーは講演旅行に先立つ数年間、文学活動を中断している。それは文
学以上に魅力的なものを見出していたからだった。彼をそれほどまでに虜にしたものと
は、飛行機だった。彼は早くから飛行機に大きな関心を示し、この文学活動の中断期に、
飛行機の操縦を習得し、実際に空を飛ぶのである。まずは、彼の飛行機への熱中ぶりを
みてみよう。
　カメンスキーが飛行士になる決意をするには、ひとつのきっかけがあった。それは彼
の単行本としてのデビュー作『穴居』にまつわることである。彼は1910年９月にこの自
然への回帰を謳った小説を書き上げ、出版される前に友人や知人にその抜粋を読んで聞
かせた。当時大きな影響力を有していた評論家のイズマイロフもそれを聞き、この作品
を称賛し、長文の評論を書いてあげるから、印刷されたらすぐに持って来るようにと言っ
てくれた。それは新人作家に成功を約束してくれるありがたい言葉だった。しかし、事
は思い通りに運ばなかった。刷り上ったばかりの『穴居』を持ってイズマイロフを訪ね
てみると、彼の様子はおかしかった。前夜、トルストイが家出をして、行方不明だとい
うのだ。大作家の家出とそれに続く死去という大事件を前に、文学界はもちろん、世の
中全体がカメンスキーの小説どころではなくなったのである。
　こうした不運の中、カメンスキーは前の年に友人たちに行った「飛行士になる」とい
う宣言を実行に移すことに決めたのである。この決心時のことを、彼は次のように語っ
ている、
　　わたしは飛行機の翼に耐えがたく引きつけられた、地上での平穏と居場所を失って
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　しまったほど引きつけられたのだ。
　　最も偉大な発見に言葉ではなく、行動で参加したくなったのだ。
詩や小説が何だというのか。
飛行機、――これこそが現代の本物の成果だ。
飛行士、――彼こそが高みにふさわしい人間だ。
　我々が本当に未来主義者（今や未来主義者と呼ばれるようになった）ならば、我々
がエンジンという現代の人間、全世界的なダイナミズムの詩人、未来からの到来者で
使者、実践と行動の巨匠、新しい生活形態の熱狂者で建設者ならば、我々は飛行士に
なる能力を有しているにちがいないし、有していなければならないのである。
　これからはガソリンと焦げたオイルのにおいがあればいい、飛行場の平らな広がり
と離陸の準備の整った飛行機があればいい、――こうした生活よ、あれよかし。10）
　こうしてカメンスキーは文学を離れ、飛行士になる道を歩んでいく。これ以降しばら
くは、飛行士になることが彼の唯一の願望となり、飛行機と飛行機での飛行こそがまさ
に彼の霊感の源となるのである。彼はペテルブルグの飛行場に通いづめ、エフィーモフ、
ヴァシーリエフ、ウートチキン、レベデフといったロシア飛行士のパイオニアたちと親
交を深める。彼はここでレベデフが操縦する飛行機に乗せてもらって、もはや自分が地
上の存在ではなく、全存在が飛行機と一体になる経験をする。「そして、飛行機のエン
ジンのブーンという動きがわたしの詩となった」11）のである。
　カメンスキーの飛行士になるための訓練はフランスで始まった。それはペテルブルグ
の飛行場で仲よくなったウートチキンの助言を受けてのことである。カメンスキーはパ
リ近郊のイシィ・レ・ムリノーの飛行場で訓練を開始する。彼はドーヴァー海峡横断飛
行に成功したブレリオの操縦する飛行機に同乗し、飛行機の尾部を持ち上げて滑走する
訓練に入って、それを習得するが、しかし、飛行訓練に進むことはなかった。その段階
に入る前に、飛行機が損傷することに備えて、巨額な保証金を要求されたからである。
カメンスキーはフランスでの訓練をあきらめ、ロシアに戻って訓練を続け、飛行士の資
格試験を受けることにした。
　ところで、カメンスキーはこのイシィ・レ・ムリノーの飛行場で、飛行機の有する単
なる技術的な意味を超えた、深い文化的な意義を再確認したにちがいない。この飛行場
で、彼はアナトール・フランス、ベルグソン、メーテルリンク、ハウプトマン、ヴェルハー
レンといった、当時のヨーロッパの知的世界を代表する人々を目撃するのである。中に
は、実際に飛行機に乗せてもらう者もいた。彼らも飛行機に引きつけられ、それが有す
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る新たな意味を探ろうとしていたのである。
　ペテルブルグに戻ると、レベデフを介してブレリオ機を手に入れることができたカメ
ンスキーは、それをガッチナの飛行場へ運び、訓練を再開した。しかし、ブレリオ機の
操縦を教えてくれる人が誰もいなかったので、彼は自分で操縦を覚えるしかなかった。
フランスでのように、飛行機の尾部を持ち上げて飛行場を滑走した後、カメンスキーは
ある日、ついに操縦桿を引いた。すると飛行機は気づかぬうちに浮かび上がり、ふらふ
らと飛び出した。カメンスキーは必死で飛行機をコントロールし、着陸も無事にこなし
た。彼はこの短い初飛行を「本当に、決して永遠に忘れることができないほどの、わた
しの生涯における最も偉大な祝日であり、わたしだけの勝利」12）と呼び、信じられな
いほどの幸せな気持ちで飛行機から跳び下りたのだった。
　カメンスキーはさらに訓練を続け、故郷のペルミでも飛行を行って、初めて飛行機を
目にする当地の人々を驚かせたりもするが、しかし、飛行士の資格を取るためには、独
学ではなく、やはりきちんとしたところで学ぶ必要があった。そこで彼は、ワルシャワ
へ向かう。ワルシャワには大きな飛行場があり、そこには一群の優れた飛行士がいて、
航空技術を教えてくれたのである。カメンスキーはスラヴォロソフについて学ぶことに
した。はじめ彼はロシアから運んできた自分のブレリオ機で訓練していたが、スラヴォ
ロソフの助言で、オーストリアのタウベ機に乗り換えた。自分のブレリオ機に比べて安
定性に富むこの大きな単葉機で、カメンスキーの航空技術は格段に進歩した。
　1911年11月初旬、ついにペテルブルグから試験官の一行がやって来た。カメンスキー
は地上から振られる赤い旗に従って、飛行機を操縦した。彼はエンジンの心配をしなが
ら、長いこと飛んだ。彼は試験官を満足させる技能を見せ、試験官の乗っている馬車の
すぐ近くに着陸した。こうしてカメンスキーは試験に合格し、晴れて飛行士の資格を得
たのである。彼の念願はついにかなった。彼は「全世界にキスの雨を降らせんばかりに」13）
喜んだのである。
　カメンスキーと一緒に試験を受けて合格した飛行士たちは、名声と富を求めて国外へ
向かったが、彼はワルシャワに残った。彼は翌年の春になると飛行ショーに出演し、そ
して４月にはまだ飛行機を見たことがないようなポーランドの各地をめぐる飛行ツアー
に出た。彼は飛行機で飛んでみせただけでなく、「現代の航空技術」といった講演も行っ
た。はじめのうちは順調にいっていたが、４月29日に運命は暗転する。この日はポーラ
ンド南部のチェンストホヴァで飛行を披露することになっていた。いつものように見物
客であふれかえり、オーケストラが音楽を演奏していた。彼が飛行を行う時間がやって
来た時、突然、強風が吹き出し、空は黒雲におおわれた。カメンスキーは天候が回復す
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るのを待つことにしたが、その時、警察署長がやって来て、町中が大騒ぎになっている、
県知事が今すぐ飛ぶか、中止するかどちらかにするようにと命じたと伝えた。今後のス
ケジュールからも、また金銭面からも中止はできなかった。そこで、稲妻が光り、雷鳴
がとどろき、風はさらに強まったが、カメンスキーは飛ぶ決意をし、飛行機に乗り込ん
だ。彼は風に向かって飛び立った。飛行機は軽々と舞い上がったが、上空に行くと、ひ
どく揺れだした。カメンスキーは何とかコントロールしようとしたが、駄目だった。旋
回しようとした時、突風が翼の下をたたき、彼は飛行機もろともひっくり返り、墜落し
てしまったのである。
　墜落し、傷だらけになったカメンスキーは意識のないまま、病院に運び込まれた。彼
が目を覚ましたのは、ようやく11時間後のことであった。彼が一命をとりとめられたの
は、悪臭を放つ泥でいっぱいの沼のようなところに落ちたからだった。地元の２つの新
聞は事故の様子からカメンスキーの生存の見込みはないと思い、彼の追悼記事を掲載し
たという。カメンスキーは重傷を負ったにもかかわらず、医師も驚くほどの回復ぶりを
見せた。とはいっても、医師たちは重大事故に遭ったカメンスキーに静かなところで療
養につとめるようにと助言した。カメンスキーはそれに従って、故郷のペルミに戻るこ
とにした。こうして、彼の飛行士としてのキャリアは終わりを告げた14）。これ以降、彼
は生活の中心を文学に移していき、未来主義の運動にどっぷりとつかっていくのである。
　ペルミに戻ったカメンスキーは、そこから40ヴェルスタ離れたカメンカという地所を
手に入れ、そこで暮らすことにした。そこはすばらしい自然に囲まれていたが、何の建
物もないところだったので、建築作業から始めなければならなかった。カメンスキーは
建築作業とともに農作業にも精を出し、猟を楽しんだ。そして、飛行士になることを決
意して以来、中断していた創作活動も再開するのである。彼は代表作の『ステンカ・ラー
ジン』を書き始め、詩の執筆にも取りかかった。こうしたカメンカでの生活を、カメン
スキーは楽しんでいたが、1913年の秋にモスクワに出ることにする。それはロシア未来
派の組織者で、当時モスクワの美術学校の学生だった旧知のダヴィド・ブルリュークが、
未来派の活動を一緒に展開するために早く来てくれと要請したからだった。
　カメンスキーはモスクワに到着するとすぐ、ブルリュークのところに向かうが、そこ
にはもうひとりの若者がいた。それがまだ20歳のマヤコフスキーだったのである。二人
が直接会うのは、これが初めてだった。ここで顔を合わせた３人の未来派芸術家はモス
クワやペテルブルグで講演会や詩の夕べを開くようになり、1913年の年末から翌年にか
けてロシア各地へ講演旅行に出かけ、全国的に未来派の芸術と思想を広めるのである。
彼ら未来主義者は地元の官憲にとっては招かれざる客であった。というのは、彼らの講
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演会は警察が出動しなければならないほどの大騒ぎを引き起こしたからである。それ故、
当局が彼らの講演会の障害となることがたびたびあったが、そこで威力を発揮したのが
カメンスキーの飛行士としての資格である。例えば、ハリコフでは、警察が彼らの講演
会のポスターの掲示を許可しなかった。そこで、カメンスキーは自ら県知事の元に赴い
た。ポスターにはカメンスキーのところに「帝室全ロシア航空クラブ飛行士」と印刷し
てあったし、彼が提示した証明書には「当局はこの者にあらゆる援助を行うように」と
書かれていたのである。そこでようやく、県知事自らが許可を下したのだった。また、
講演の後、革命的とみなされて、調書を取るために警察署に連行されることもあったが、
そこでも救ってくれたのは飛行士の証明書だったという。
　ブルリューク、カメンスキー、マヤコフスキーの３人による講演会はロシア未来派の
歴史に輝かしい足跡を残すことになるが、ここでその様子と、カメンスキーならびに未
来主義にとって飛行機がいかに重要であったかを確認するために、ひとつの講演会を取
り上げよう。それは、1913年11月11日にモスクワの科学技術博物館で開かれた「未来主
義の確立」と題された講演会である。
　この講演会はポスターが貼り出されるや、チケットが飛ぶように売れた。講演会当日
は、チケットを入手できなかった若者の群れが入口に押し寄せ、騎馬警官が出動したほ
どだった。超満員の会場の中、最初に登壇したのはカメンスキーだった。彼を聴衆に紹
介したのはトレードマークの黄色いシャツを着て、黒いシルクハットを斜にかぶったマ
ヤコフスキーだったが、彼はカメンスキーの「召喚」という詩を派手に読み上げて、紹
介に代えたという15）。この詩については、後で詳しくみる。登壇したカメンスキーは「飛
行機と未来主義者の詩」という講演を行った16）。内容の詳細は不明だが、タイトルから
していかにもカメンスキーらしいこの講演の梗概は、ポスターに次のように記されてい
た、
技術的発明の現代詩に対する影響について。巨大汽船の航行、自動車の走行、飛行機
の飛行は大地を短縮しながら、現代世界についての新しい理解をもたらす。新しい人
間。新しい生活形態。新しい美の概念。飛行機、エンジン、プロペラ、自動車、映画、
文化、――これらは未来主義者の詩の中にある。高度な技能の言葉の構成。17）
　この梗概から、世界観を刷新する飛行機をはじめとした現代の技術的発明が新しい人
間・生活・美と結びつけられ、そしてそうした新しきものを歌うのが未来主義者なので
あるという、未来派らしい主張が推測できよう。
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　カメンスキーの外貌にも注目してみよう。彼は金の縁飾りのついたスーツに身をつつ
み、そして、彼のシンボルである飛行機を額に描いて登場した。フェイス・ペイント自
体、一般からは奇矯とみなされる未来派らしい行為で、マヤコフスキーの黄色いシャツ
同様、人目を引くための、そして現状への反抗と抗議を示す「社会の趣味への平手打ち」
であるが、講演中、どうして額に飛行機を描いているのかという質問が会場からとんだ。
それに対して、彼は「これは全世界的なダイナミズムのしるしなのだ」と答え、続けて
次のように説明している、
　わたしは、我々は本屋のために詩を印刷することに満足せず、自分たちの高度な技
能を広く民主化し、そしてそうすることによって、古びた「養老院の芸術」のブルジョ
ワ・小市民的な俗悪さ、完全な荒廃状態、愚かしさ、時代遅れ、無知、そして死臭に
よってよごされ、汚された生活そのものを色彩豊かにし、喜ばしいものにし、鼓舞す
ることを願って、自分たちの新しい芸術を大衆に、街路に、広場に、ステージに持ち
出す世界で最初の詩人なのだという考えを展開した。これこそが革命を生き抜き、頭
上では飛行機で切り裂かれた大気が震え、我々すべてが世界的ダイナミズムの感覚で
満たされ、現代性が新しい人間になり、生活と芸術を新たに理解するよう示唆してい
る我々のダイナミックな時代なのである。18）
　カメンスキーにとり、飛行機こそが「全世界的なダイナミズム」のシンボルであった。
そして、彼ら未来主義者はそのダイナミズムをてこに芸術を、さらには世界と人間その
ものまでをも革新しようとしたのである。
　未来派詩人カメンスキーはこのように飛行機をとらえ、それを自己の創作で表現して
いく。それでは、カメンスキーの創作において、飛行機や飛行士のイメージは具体的に
どのように現われているのだろうか。次に、この問題を検討していきたいが、その前に
シンボリストの飛行機や飛行士に対する態度をみておこう。未来主義者はモダニズムの
先駆者で、同時代のライヴァルでもあったシンボリストを打ち倒そうともしていたわけ
だが、シンボリストの飛行機や飛行士のとらえ方をみておくことによって、未来主義者、
そしてカメンスキーの特徴がより鮮明に浮かび上がってくるはずである。
　新しい芸術家と飛行士の神話的連関はシンボリストに遡る、とグトキンが言うように19）、
両者の連関においては、シンボリストが未来主義者に先んじていた。社会性を拒否した
シンボリストは永遠なるもの、絶対的なるものに憧れ、それまでとは異なる新たな芸術
を求めた。彼らは芸術を刷新するだけでなく、新たな生活や現実の創造をも目指したが、
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その創造者となるのが世
デ ミ ウ ル ゴ ス
界の造物主たる芸術家なのである。シンボリストはこのデミウ
ルゴスたる芸術家と飛行士を関連づけているのだが、実際にその様子をみてみよう。
　ロシア・シンボリズムの代表的詩人であり、理論家であったヴャチェスラフ・イヴァ
ノフは、その再評価に大きな役割を果たしたドストエフスキーを「ロシアのツァラトゥ
ストラ」と評し、さらにギリシア神話で翼を発明し、空を飛んだ人物である「ダイダロ
ス」と特徴づけた。そして、その名が「名工」を意味し、芸術家であったダイダロスを、
イヴァノフはシンボリストの祖型と考えるのである20）。また、ベールイは『アラベスク』
（1911）において、人間の飛行を宿命的必然からの最終的な解放の象徴として描き、ニー
チェをドイツ航空術のパイオニア、オットー・リリエンタールにたとえた21）。ニーチェ
は、先のイヴァノフのドストエフスキー評からも分かるように、ロシア・シンボリスト
が大きな影響を受けた思想家として知られているが、ニーチェとリリエンタールの共通
性は新しきものの創造者であったという点だけに限られるのではなかった。彼らは新し
い人間としての悲劇的運命も共有していたのである。リリエンタールは実験飛行で墜落
死し、ニーチェの場合、その思想は彼が生きることを運命づけられた時代よりも先にあっ
たのである。ベールイはさらに、ソヴィエト時代になってからも、シンボリストを擁護
するために、先駆的な芸術家を飛行士にたとえる比喩に立ち返り、「シンボリストはそ
の飛行に成功する飛行士なのである」22）と主張した。
　シンボリストはこのように、デミウルゴスたる芸術家と飛行士を関連づけ、両者を同
一視する。両者とも、新たな世界を創造する新しい人間という神話的モデルとして機能
していたのである。こうした飛行士に対する態度は、上述のカメンスキーの見解からも
分かるように、表面的には未来主義者も共有していたが、しかし、そこに込められた意
味は異なる。ロシアの未来主義者は、イタリアの未来主義者ほどではないものの、テク
ノロジーとスピードに魅せられていた23）、一方、神秘的傾向の強いシンボリストにはそ
うした態度はみられないのである。彼らが飛行に関心を寄せるのは、飛行を可能にして
くれる新たな技術としての飛行機そのもののためではない。彼らは人間自身の飛行を可
能にしてくれる魂の翼に憧れていたのであり、そこにこそ人間精神の真の革命を見てい
たのである。ベールイも飛行機という現代の物理的装置に対する人間の熱中を妄想とみ
なし、「飛行は空間の一地点から他の地点への快適な移動ではない。飛行は狂喜、熱狂、
焼尽なのだ。もし狂喜が身体を上昇させることもできるならば、我々は『空中の鳥』に
なることに同意する。しかし、我々が飛行機に没頭するうちは、鳥たちは我々を見て笑
うだろう」24）と言っている。こうしたシンボリストの見解には、「意志の翼は必ずや肉
体の翼となる」と言ったフョードロフとの思想的つながりを見出すことも可能だろう。
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　現代の技術そのものに関心を寄せないシンボリストの飛行機による飛行に対する態度
はそればかりでなく、彼ら特有の黙示録的なカタストロフの予感にも彩られていた。つ
まり、新たに登場した力によって文化そのものが、そして自分たちインテリゲンツィヤ
自身が滅亡させられるのではないかという予感である。ブロークを例にみてみよう。彼
は『自然力と文化』（1908）において、飛行するシンボリストの姿を描きつつ、黙示録
的な予感を「我々（シンボリストのこと――嵐田）はすでに、まるで燃えるような色を
背景にして、レースのように軽くもろい飛行機で地上高く飛んでいる自分自身の姿を
見るのだが、一方、我々の下には、轟音を上げ、火を吹いている山があるのである」25）
と表現した。ブロークの黙示録的予感はさらに強まる。彼はその名も「飛行士」（1912）
という詩において、飛行士の飛行を自由への離陸と歌うが、しかしながら、飛行士は地
上から見えなくなるほど高く舞い上がった後、墜落死するのである。ベールイが言及し
たリリエンタールも共有したこの悲劇は、詩の第１連にすでに暗示されている。飛行機
で上昇していく飛行士は「海の怪物чудище　морское」にたとえられているのである。
墜落の様子を目の当たりにしたブロークは、飛行士の大胆な行動とその悲劇的な結末の
間にあるシンボリックな意味を探ろうとする。彼は飛行士が大空高く舞い上がったのは
名声を求めてのことなのか、彼が墜落したのは忘我のあまり自ら行ったことなのか、そ
れとも来たるべき戦争の恐ろしい光景が脳裏に浮かんだためなのかと問うのである26）。
さらに、ロシアの運命を熟考した未完の長編叙事詩『報い』（1910－21）においても、
飛行機に黙示録的な意味が与えられている。叙事詩の第１章で、ブロークは「昼も夜も
破滅を狙う」機械を20世紀の象徴として挙げ、その中で「未知の圏という荒野」へ飛び
立った飛行機を登場させているのである。そして、「人間はどうしたのか」と問い、「何
のためなのか、――プロペラが吠えながら、冷たく、そして空っぽの霧を切り裂くのは？」
という黙示録的な予感に彩られた疑問を投げかけているのである27）。
　未来主義者は、シンボリストのように、飛行機に対してカタストロフを予感させる黙
示録的な意味合いを付与しない。もちろん、未来主義者のすべてがカメンスキーのよう
に、飛行機に熱狂していたわけではなく、メンバー間には温度差がある。しかし、彼ら
は飛行機をはじめとした最新の技術を現代のダイナミズムのシンボルととらえ、それを
自己の創作に取り込もうとする態度は基本的に共有していたのである。
　それでは、「全世界的なダイナミズム」のシンボルである飛行機や飛行士はカメンス
キーの創作において、どのように現れているのだろうか。
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　未来派の新しい世界と人間のヴィジョンを喚起しようとして書かれたカメンスキーの
詩の中には、飛行のイメージを利用し、飛行の感覚を伝えようとしているものが数多く
見出される。いくつか、みていこう。まずは、カメンスキーが1914年の「未来主義者　
ロシア未来主義者の最初の雑誌」第１・２号に発表した詩である。
　この雑誌はカメンスキーがまだ未来派の講演旅行中に刊行されたものだが、彼はここ
に鉄筋コンクリート詩１篇とタイポグラフィーに特色のある５篇の詩を掲載している。
「鉄筋コンクリート詩」というのは、１つのページを１枚のカンヴァスのようにみたて
て構成した彼独自の視覚詩で、タイポグラフィーに特色のある詩も単に読まれるためだ
けのものではない。それらもまた、視覚に訴え、グラフィックな側面を抜きにしては、
その魅力を味わったことにはならない。未来主義者としてのカメンスキーの作品はこう
した視覚的効果を兼ね備えたものが多いが、そうした作詩法を彼は「詩の素材のリズミ
カルなアクセントを強調するため」28）であると言っている。また、カメンスキーに限
らず、詩と絵画の融合はロシア未来派の特徴だった。「ほぼすべての立体未来主義者は
最初美術家だった」29）とクルチョーヌイフは言っているが、カメンスキーは1909年の「印
象主義者たち」展に画家として参加しているし、鉄筋コンクリート詩も1911年の「№４」
という美術展に出品されているのである。
　それでは、「ロシア未来主義者の最初の雑誌」に掲載された、飛行をモチーフにした
カメンスキーの作品をみてみよう。その中には、夕方の町の上空を飛行機で飛ぶ「さす
らいのヴァシーリー」という詩もあるが、飛行という観点から特に注目されるのは、「召
喚」だろう、
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30）
　　召喚　―――
魂の不
カ コ フ オ ニ ー
協和音を
エンジンのシンフォニーを
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　――　フルルルルルルルルル
それは俺だ　それは俺だよ
未来主義者の歌戦士にして
飛行士パイロット＊
ヴァシーリー・カメンスキーが
　　しなやかなプロペラで
雲にねじ込む
老いぼれた妾たる死に
　　挨拶がわりに
あそこで投げつけるは
哀れみで縫われた
タンゴのマントと
長靴下
パンティ付きの
　＊1911年11月９日交付、帝室全ロシア航空クラブ免許状№67
　特徴的なタイポグラフィーという点では、この詩は「雌牛とのタンゴ」や「テレフォ
ン」などよりもおとなしいが、それでも、様々な大きさや字体の活字が用いられ、字間
も一定せず、横になっている文字もあるというふうに、タイポグラフィーに特色がある
ことは見てとれるだろう。大きく、特殊な活字で「俺Я」が強調され、名前も出ている
この詩は、内容的には飛行士たるカメンスキー自身を歌っている。この詩には未来派ら
しい技術崇拝（「魂のカコフォニー」に対する「エンジンのシンフォニー」）もみられるが、
最も重要なのは英雄としての飛行士というテーマだろう。「老いぼれた妾たる死」とい
うのは現在の地上の存在のありようを象徴していると解釈できる。というのは、「あそ
こで投げつけるはкинув там」と訳した行は完了体副動詞が使われているので、「あそ
こ」というのは飛行機で飛び立った後に上空から見たあそこ、つまり地上のことだと思
われるからだ。「老いぼれた妾たる死」で表される現在の地上から未来へ向かって飛び
立ち、現在の地上の存在のありようを打破し、そして死そのものへも挑む英雄としての
飛行士、――これがこの詩のテーマなのである。
　「召喚」は雑誌に発表されたのと同じ年に刊行された詩集『雌牛とのタンゴ』に収録
された。「ロシア未来主義者の最初の雑誌」と同様、鉄筋コンクリート詩とタイポグラ
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フィーに特色のある詩から成るこの詩集は、本としての形態や形式からして独特なもの
になっている。壁紙に印刷され、右上を斜めに裁断して５角形の形をしたこの詩集は、
開くと左側のページに壁紙の花模様がそのまま残され、右側のページに詩と数点のイラ
ストが掲載されている。イラストを担当したのはダヴィドとウラジーミルのブルリュー
ク兄弟だった。詩と絵が融合し、未来派の美学をよく表現しているこの詩集には、飛行
という観点から特に注目すべきもうひとつの詩が見出せる。それは「ワルシャワにおけ
るヴァシ・カメンスキーの飛行機での飛行」という詩である、
31）
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イ
ユ
ユ
ズズ
下に
まだ　　わずか
かすみ　　　とそれ
それとも　　　　上そこに
　　　　　　　　　　　　　壮大な　　　　　　ふるえ
　　　　　　　　　　　もっ　と上　　まち　　　青くなる
　　　　　　　　　　太陽　　への　　　　旋回　　輝く
地平　　線が　　　伸びて行く　上
畑の　　おび　　が上へと　　　　走って行く
突然　　軽々と　　地面が　逃　　　げ去った
風つ　　ばさが　　ふるえ　　　　　た　ズン
接　触　　よしプ　　ロペラを始　　　動させた　
　　飛行場　　　群　集　　メカニックが　　あくせくしている　
――――――――――――――――――――――――――――――――――――
ワルシャワにおけるヴァシ・カメンスキーの飛行機での飛行
（下から上へ読むこと）
　この詩もタイポグラフィーに特色があるのはもちろんだが、テクスト全体のフォルム
も非常に特徴的で、絵画的性格が強い。最下段に「下から上へ読むこと」という指示が
あり、その上にタイトルを表す様々な種類の活字が様々に置かれている。本文はボール
ド体の大文字で始まっているが、上に行くにつれボールド体も大文字もなくなって、イ
タリック体の小文字になり、活字自体が徐々に小さくなっていく。さらに、行の長さも
徐々に小さくなり、全体として三角形の形になっている。また、本文の最初の行で縦の
４つの列が決められ、それが三角形の形に沿って２つ、１つと減っていく。この列に合
わせるために、語の境界が無視されたり、１つの単語の中に空白が置かれたりしている。
この詩の特徴的な三角形は何を表しているのだろうか。それは何か特定の物体を表して
いるのではない。それは飛行士であるカメンスキーが、思い出の地ワルシャワで飛行機
に乗って広大な空へと上昇し、そして消え去っていく過程を再現しているのである。そ
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の過程は離陸直前の様子から、離陸、上昇、上空での感覚、そして大空への消失という
ふうに続き、最上段のｉの・が地上で見ている者の視野に映った最後の姿なのである。
こうした過程は飛行士カメンスキーの断片的印象に従って展開されているが、上昇する
につれ、飛行士の感覚の断片化は強まる。それを表現するのが、上の行に行くにつれ、
単語が途中で切れて片言のようになり、ついには１つの文字で示されるようになるとい
う構成だろう。こうした構成は飛行士の上昇を視覚だけでなく、他の感覚にも訴える効
果をもたらしている。
　ところで、ヤネチェクはこの詩のラストを、パースペクティヴが突然変わり、それま
で我々は飛行士とその印象を共有していたのに、「我々が地上に取り残されるかのよう
に、飛行士は我々から消え去る」32）と解釈している。たしかに、飛行士は我々の視界
から消え去るが、彼は単に我々を地上に取り残し、一人だけ別の空間へ飛び立ったのだ
ろうか。この詩は彼と我々の違いを歌っているだけなのだろうか。そうではあるまい。
この詩は読む（見る）者に今後とも飛行士とその印象を共有し、彼とともに地上を離れ
て無限の高みへ上昇しようと誘っているのではないだろうか。新しい、未来の人間であ
る飛行士カメンスキーのように、現在から離陸し、未来へ飛び立とうと誘っているので
はないだろうか。そう解釈した方が、未来主義者カメンスキーの考えに合致するだろう。
未来主義の思想を広めようと全国各地を講演して回っていたこの時期のカメンスキーな
ら、なおさらである。
　未来派の詩学と飛行のテーマが結びついたカメンスキーの作品を、もうひとつ挙げよ
う。それは1918年の詩集『春の讃歌のひびき』に収められた、その名も「わたしは飛行
する」という詩である。この詩はこれまで取り上げた２つの詩のようにタイポグラフィー
に特色があるわけではなく、伝統的な形式で書かれている。しかし、この詩もこれまで
の作品とは違った意味で、いかにも未来派らしいものなのだ、
　　　Лечу.  　　わたしは飛行する
Лечу над  озером  わたしは湖の上を飛んで行く
Летайность  совершаю  飛行を行っている
Летивый  дух  飛行の精神は
Летит  со  мной.  わたしといっしょに飛んで行く。
Летвистость  в  мыслях  思考の中の飛行性を
Летимость  отражаю  ―  飛行を反映させる――
Леткий  взор  глубок  飛行のまなざしは深く
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Лет  верен  и  устойчив  飛行は忠実で堅固で
Летокеан  широк.  飛行の海は広い。
Летистинная  радость  飛行の本当の喜びは
Летисто  улетать  飛んで飛び去ることだ
Летинною  весной.  33）  飛ぶ春となって。
　この詩は全行が「飛行」を意味する語根лет(ч)-で始まり、それに様々な接尾辞をつ
けたり、合成語を派生させたりすることによって、新
ネオロギズム
造語をふんだんに使用している。
ネオロギズムというのは周知のように、未来派の主要な特徴のひとつで、未来派の詩学
において重要な役割を果たしていた。カメンスキーはこうして未来派の詩学と飛行を結
びつけ、飛行を歌う。この詩は内容的には、飛行の讃歌と言っていいだろう。カメンス
キーにとり、未来主義という新しい芸術と飛行は不可分の関係にあった。彼は飛行のイ
メージによって、文字通り未来へ飛び出そうとしていたのだ。
　この他にも、カメンスキーには飛行を歌った詩が数多くあり、小説『ステンカ・ラー
ジン』の主人公も空を飛ぶ。彼はその創作において、自ら体験した飛行の感覚を伝えよ
うとし、飛行のイメージを大いに利用した。彼はそうした作品で、飛行士のように現在
の存在のありようを打破し、地上という現在から離陸し、未来という無限の高みに上昇
しようと呼びかけた。そうすることによって彼は、未来派の新しい芸術の、そして新し
い世界と人間のヴィジョンを喚起しようとしたのである。
　ところで、未来主義者にとって、未来へ飛び立った先駆者は彼ら自身であり、カメン
スキーをはじめとした未来派の芸術家にとって、飛行士がそのシンボルとなっていた。
彼らは未来へ飛び立った新しい芸術家の姿を飛行士に重ね合わせ、新しい人間としての
飛行士という神話的イメージを利用した。しかし、ボリシェヴィキ革命後、飛行士のそ
うしたイメージはアヴァンギャルド芸術の独占物ではなくなる。体制側もソヴィエト社
会の進歩のシンボルとして飛行士を利用するようになり、スターリン時代には傑出した
飛行士は「スターリンのハヤブサ」と呼ばれ、「英雄」としての飛行士は完全にソヴィ
エトの神話体系のひとつの要素となるのである34）。カメンスキーにしても、ソヴィエト
時代には、未来派の実験的な詩人としてではなく、故郷の自然を謳う詩人として知られ
るようになる。「芸術家＝飛行士」であるカメンスキーをはじめとした未来主義者はた
しかに、未来へ向かって飛び立った。しかし、彼らはイカロスのように、墜落を余儀な
くされるのである。
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注
₁ 　例えば、パーマーは次のような話を紹介している；イヴァン雷帝の御世のことである。ニ
キータという名の農奴が飛行装置を発明し、ツァーリや多くの人々の前で飛行することに
成功した。しかし、雷帝はこうのたまった、「人間は鳥ではない。それは悪魔の業であるか
ら、そのようなものを作り出した者は首をはね、肉体は豚の餌にしなければならない」（See 
Scott W. Palmer, Dictatorship of the Air : Aviation Culture and the Fate of Modern Russia. Cambridge: 
Cambridge University Press, 2006, p. 4）。
₂ 　Irina Gutkin, The Cultural Origins of the Socialist Realist Aesthetic, 1890-1934（Evanston, IL:
Northwestern University Press, 1999）, p. 198, note 54.
₃　詳しくは、Palmer, op. cit., p. 12を参照。
₄ 　ロシアの最初期の飛行士の中にも、自転車や自動車競技から飛行士になった者がいる。例
えば、カメンスキーとも親交のあった、後出のレベデフやウートチキンは飛行士になる前は、
自転車競技のチャンピオンで、自動車レーサーだった。
₅ 　この点に関しては、パーマーが当時の新聞雑誌を引用しながら論述している。See Palmer, 
op. cit., p. 27-29.
₆ 　この場面を入れるよう提案したのはマレーヴィチだが、未来派の飛行の表現におけるマ
レーヴィチの影響は非常に大きかった。新しい芸術家を飛行士にたとえて、「わたしに続け、
同志飛行士たちよ、深淵に漕ぎ出すのだ、わたしはスプレマティズムの信号機を立てておい
たから」（Казимир  Малевич,  ”Супрематизм, ”  в  Собрании  сочинений  в  пяти  томах,  т.  1, 
М.,  Гилея,  1995,  с.  151）と言った彼は、飛行機をモチーフにした絵画を数多く描き、飛行機
と関わりのあるアルヒテクトンやプラニトなどの建築物のデザインも手がけている。尚、マ
レーヴィチの芸術と飛行の関係については、Robert Wohl, A Passion for Wings : Aviation and the 
Western Imagination, 1908-1918（New Haven & London: Yale University Press, 1994）の第６章が
詳しい。
₇ 　Ａ．クルチョーヌイフ、亀山郁夫訳「太陽の征服」（亀山他編『ロシア・アヴァンギャル
ド５　ポエジア――言葉の復活』国書刊行会、平成７年）、78－93ページ。
₈ 　Алексей  Крученых,  Наш  выход,  М.,  Гилея,  1996, с.  71.
₉ 　『太陽の征服』の飛行士はタイムトラベラーでもあるのだが、大石雅彦氏が指摘している
ように、タイムトラベラーのモデルとしてはフレーブニコフが考えられる（『マレーヴィチ
考　「ロシア・アヴァンギャルド」からの解放にむけて』人文書院、2003年、462ページ）。
しかし、本稿では、実際に飛行士で、『太陽の征服』の飛行士のより直接的なモデルであっ
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たカメンスキーに焦点を絞っていく。
10 ）Василий  Каменский,  ”Путь  энтуазиста,”  в  Танго  с  коровами,  Степан  Разин, 
Звучаль  веснеянки,  Путь  энтуазиста,  М.,  Книга,  1990,  с.  450.
11 ）Там  же,  с.  451.
12）Там  же,  с.  461.
13）Там  же,  с.  464.
14 ）この墜落事故以後、カメンスキーは空を飛ぶことはなかったが、故郷で新型飛行機の考
案に着手し、1913年に水上と雪上で離着陸可能な飛行機の実験を行っている。しかし、実
験は失敗に終わった（Савватий  Гинц,  Василий  Каменский,  Пермь,  Пермское  книжное 
издательство,  1974,  с.  90）。
15 ）Василий  Каменский,  Жизнь  с  Маяковским,  М.,  Художественная  литература,  1940,  с. 
36.
16 ）カメンスキーに続いてマヤコフスキーが「未来主義の成果」という講演を、その後、ブル
リュークが「キュビスムと未来主義」という講演を行った。講演後、それぞれが自作の詩を
朗読した。
17）Каменский, ”Путь  энтуазиста,”  с.  471.
18）Там  же,  с.  472-3.
19）See  Gutkin,  op.  cit.,  p.  122.
20 ）Вячеслав  Иванов, ＂Достоевский  и  роман-трагедия,”  в  Борозды  и  межи.  Опыты 
исторические  и  критические.  М.,  Мусагат,  1916,  с.  7-8.
21 ）Андрей  Белый, ＂Арабеск,”  в  Критика,  эстетика,  теория  символизма,  т.  2,  М., 
Искусство,  1994,  с.  219.
22 ）Андрей  Белый,  Начало  века,  М.,  Художественная  литература,  1990,  с.  128.
23 ）ロシア未来派がイタリア未来派との影響関係を否定していたのはよく知られており、カメ
ンスキーも上記の講演会で会場からマリネッティとの類似を指摘されると、「たわごとだ！」
と答えて、イタリア未来派との違いを説明している（Каменский, ＂Путь  энтуазиста,”  с. 
473.）。たしかに、ロシアの未来主義者は、イタリアの未来主義者ほど、機械時代のモダニティ
という考えに没入していたわけではないが、未来を志向する彼らが基本的に最新のテクノロ
ジーやスピードに魅せられていたことに間違いはない。
24 ）Белый, ＂Песнь  жизни,”  в  Критика,  эстетика,  теория  символизма,  т.  2,  с.  49.
25 ）Александр  Блок, ＂Стихия  и  культура,”  в  Сочинения  в  шести  томах,  т.  4,  Л., 
Художественная  литература,  1982,  с.  124. 
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26 ）Александр  Блок, ＂Авиатор,”  в  Полное  собрание  сочинений  и  писем  в  двадцати 
томах,  т.  3,  М.,  Наука,  1997,  с.  20-1.
27 ）Блок, ＂Возмездие,”  в  Полное  собрание  сочинений  и  писем  в  двадцати  томах,  т.  5,  М. , 
Наука,  1999,  с.  25.
28）Каменский,  ”Путь  энтуазиста,”  с.  484.
29）С.  Е.  Бирюков,  Зевгма,  М.,  Наука,  1994,  с.  144.
30 ）Василий  Каменский, ＂Танго  с  коровами,”  в  Танго  с  коровами,  Степан  Разин, 
Звучаль  веснеянки,  Путь  энтуазиста,  с.  27.
31）Василий  Каменский,  Танго  с  коровами,  М.,  1914,  с.  35.
32 ）Gerald Janecek, The Look of Russian Literature. Avant-Garde Visual Experiments, 1900-1930
（Princeton, NJ: Princeton University Press, 1984）, p. 159. 同書は第４章と第５章でそれぞれ、カ
メンスキーの鉄筋コンクリート詩とタイポグラフィーに特色のある詩をかなり詳しく読み解
いている。
33 ）Василий  Каменский, ＂Звучаль  веснеянки,”  в  Танго  с  коровами,  Степан  Разин, 
Звучаль  веснеянки,  Путь  энтуазиста,  с.  32.
34 ）この辺の事情は、Ханс  Гюнтер, ”Сталинские  соколы,”  Вопросы  литературы,  1991,  №
11-12,  с.  122-41に詳しい。
